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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｏ
Ｏ
Ｏ
～
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
反
逆
の
ア
ン
ク
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
４
０
９
Ｏ

【
作
者
名
】

　
爆
睡

【
あ
ら
す
じ
】

　
欲
望
・
・
・
そ
れ
は
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
・
・
・

８
０
０
年
の
眠
り
か
ら
目
覚
め
た
メ
ダ
ル
の
怪
人
・
・
・
『
グ
リ
ー
ド
』
。

コ
レ
は
人
の
『
欲
望
』
を
喰
ら
う
彼
ら
に
立
ち
向
か
う
戦
士
の
ほ
ん
の
小
さ
な

物
語
・
・
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（
前
書
き
）

こ
の
作
品
を
ら
い
お
ん
は
ー
と
の
し
し
お
ー
氏
の
作
品
を
ヒ
ン
ト
に
構
成
し
ま

し
た
。

初
め
て
の
読
み
切
り
で
す
が
、
生
温
か
い
目
で
ご
覧
下
さ
い
。
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「
そ
の
欲
望
・
・
・
解
放
し
ろ
」

突
然
現
れ
た
緑
色
の
虫
の
『
怪
物
』
は
そ
う
い
い
な
が
ら
、

偶
然
通
り
か
か
っ
た
女
性
の
額
に
現
れ
た
『
コ
イ
ン
の
投
入
口
』
の
よ
う
な

も
の
に
『
銀
色
の
メ
ダ
ル
』
を
入
れ
る
と
、
女
性
の
身
体
か
ら
ミ
イ
ラ
の
よ
う

な
怪
人
が
現
れ
た
。

「
！
！
！
！
！
」

女
性
は
声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
を
上
げ
て
気
絶
す
る
と
、
怪
人
は
標
識
や
ポ
ス
ト

は
た
は
電
話
ボ
ッ
ク
ス
や

自
販
機
を
逆
立
ち
し
て
足
で
『
丸
め
て
』
い
き
巨
大
な
球
体
に
し
て
い
く
と
そ

の
球
体
を
美
味
し
そ
う
に

バ
リ
バ
リ
と
音
を
立
て
な
が
ら
食
べ
て
い
く
。

―
―
チ
ャ
リ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
―
―
―

そ
し
て
そ
の
怪
人
が
食
べ
た
球
体
は
こ
の
世
で
も
っ
と
も
純
粋
な
も
の
・
・

も
の

『
欲
望
』
に
変
わ
り
、
怪
人
の
体
に
溜
ま
っ
て
い
く
。

そ
れ
と
同
時
に
怪
人
＝
ヤ
ミ
―
の
身
体
に
小
さ
な
ひ
び
が
入
り
始
め
て
い
た
。

―
―
チ
ャ
リ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
・
・
・
・
！
―
―
―

―
―
チ
ャ
リ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
・
・
・
・
！
―
―
―
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「
！
！
！
」

場
所
は
変
わ
っ
て
こ
こ
は
ヤ
ミ
―
が
暴
れ
て
い
る
場
所
か
ら
５
地
区
離
れ
た
公

ブ
ロ
ッ
ク

園
の

木
の
上
で
昼
寝
を
し
て
い
た
黒
髪
に
紫
色
の
瞳
の
青
年
は
突
然
起
き
上
が
る
。

「
セ
ル
メ
ダ
ル
の
音
・
・
・
ヤ
ミ
ー
か
！
『
ス
バ
ル
』
！
！
・
・
・
ん
？
」

青
年
は
自
分
の
近
く
に
い
る
筈
の
相
棒
（
一
応
）
を
探
す
が
見
当
た
ら
な
い

「
あ
ぁ
～
～
～
面
倒
く
せ
ぇ
！
！
あ
い
つ
ま
た
ど
っ
か
に
い
き
や
が
っ
た
な
ぁ

！
！
」

青
年
は
ぼ
や
き
な
が
ら
、
懐
か
ら
『
緑
色
の
缶
』
を
取
り
出
す
と
、
上
の
プ
ル

ト
ッ
プ
を
引
き
上
げ
る
。

カ
シ
ャ
ン
カ
シ
ャ
ン
！

す
る
と
、
缶
は
『
緑
色
の
バ
ッ
タ
』
を
模
し
た
『
バ
ッ
タ
カ
ン
ド
ロ
イ
ド
』
に

変
形
し
た
。

「
ス
バ
ル
を
探
し
て
来
い
！
！
」

青
年
は
バ
ッ
タ
カ
ン
ド
ロ
イ
ド
に
命
令
す
る
と
分
か
っ
た
の
か
カ
ン
ド
ロ
イ
ド

は
飛
び
跳
ね
な
が
ら

そ
の
場
を
後
に
し
た
。

一
方
、
青
年
の
居
た
場
所
か
ら
少
し
離
れ
た
噴
水
で
は
・
・
・

「
も
・
・
も
う
ち
ょ
っ
と
・
・
動
か
な
い
で
ね
・
・
今
降
ろ
し
て
あ
げ
る
か
ら

～
～
・
」

短
髪
に
青
髪
の
少
女
が
木
か
ら
降
り
ら
れ
な
く
な
っ
た

子
猫
を
助
け
よ
う
と
必
死
に
手
を
伸
ば
し
て
い
た
。

「
お
姉
ち
ゃ
ん
・
・
・
ミ
ー
ち
ゃ
ん
を
助
け
て
・
・
」

「
ふ
に
ゃ
ぁ
～
～
・
・
」
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「
大
丈
夫
・
・
あ
な
た
の
友
達
は
あ
た
し
が
絶
対
助
け
る
か
ら
・
・
」

泣
き
そ
う
な
飼
い
主
の
少
女
に
向
け
て
勇
気
づ
け
る
よ
う
少
女
が
言
っ
た
言
葉

は
、

自
分
に
も
言
い
聞
か
せ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

「
よ
し
っ
！
！
救
助
者
確
―
―
パ
キ
ッ
！
―
―
ほ
ぇ
？
」

よ
う
や
く
手
が
届
い
た
思
っ
た
と
た
ん
聞
こ
え
た
音
に
後
ろ
を
振
り
向
く
と
と
、

枝
が
自
分
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
ず
ポ
ッ
キ
リ
折
れ
た
音
だ
っ
た
。

「
あ
・
・
」

「
お
ね
ぇ
ち
ゃ
ん
！
！
」

こ
の
ま
ま
だ
と
噴
水
に
落
ち
て
し
ま
う
・
・
・

か
と
思
っ
た
が
、

「
よ
っ
と
！
！
」

そ
の
少
女
は
、
バ
ク
転
し
て
勢
い
を
殺
し
そ
の
ま
ま
身
体
を
捻
っ
て
地
面
に
降

り
立
っ
た
。

「
は
い
！
１
０
０
点
！
！
」

「
「
「
「
お
お
～
～
～
～
♪
」
」
」
」

周
り
か
ら
は
拍
手
喝
采
の
嵐
だ
。

「
ハ
イ
、
ど
う
ぞ
！
」

「
あ
り
が
と
う
、
お
姉
ち
ゃ
ん
♪
」

「
ニ
ャ
ア
ァ
ァ
～
～
～
♪
」

飼
い
主
の
少
女
に
猫
を
渡
す
と
少
女
は
満
面
の
笑
顔
で
お
礼
を
言
っ
た
。

「
ど
う
い
た
「
コ
ラ
―
！
！
」
い
っ
？
！
」

そ
こ
に
警
備
員
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
た
。

「
こ
の
木
を
ポ
ッ
キ
リ
や
っ
た
の
は
嬢
ち
ゃ
ん
か
い
！
！
」

「
あ
・
・
い
や
・
・
こ
れ
は
・
・
そ
の
～
～
～
・
・
・
」

「
コ
レ
は
天
然
記
念
物
な
ん
だ
ぞ
！
！
！
」
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「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
―
―
―
―
イ
！
！
！
」

「
あ
っ
！
！
待
て
ぇ
ぇ
ぇ
い
っ
！
！
！
！
！
」

少
女
は
逃
げ
出
し
た
・
・
・

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
る
で
メ
タ
○
ス
○
イ
ム
の
如
く
だ
っ
た
。

警
備
員
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
全
力
で
逃
げ
て
き
た
少
女
は
公
園
の
出
口
で
漸
く

走
る
の
を
止
め
た
。

「
は
ぁ
・
・
・
・
怖
か
っ
た
・
・
で
も
・
・
後
で
謝
ん
な
き
ゃ
・
・
」

少
女
は
日
ご
ろ
か
ら
鍛
え
て
い
る
の
か
、
息
一
つ
乱
れ
て
い
な
い
。

―
―
カ
シ
ャ
ッ
！
カ
シ
ャ
ッ
！
―
―

と
其
処
に
、
あ
の
青
年
が
放
っ
た
カ
ン
ド
ロ
イ
ド
が
少
女
の
肩
に
止
ま
っ
た
。

「
あ
・
・
」

『
『
ス
バ
ル
』
！
ヤ
ミ
―
だ
！
』

「
了
解
！
」

カ
ン
ド
ロ
イ
ド
か
ら
聞
こ
え
た
相
棒
（
一
応
）
の
声
に
青
髪
の
少
女
＝
ス
バ
ル
が

答
え
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
『
銀
色
の
メ
ダ
ル
』
を
取
り
出
し
、

目
当
て
の
モ
ノ
を
探
す
。

数
メ
ー
ト
ル
歩
く
と
、
目
的
の
モ
ノ
を
見
つ
け
た
。

黒
い
自
動
販
売
機
だ
。

ス
バ
ル
は
そ
の
自
販
機
の
コ
イ
ン
投
入
口
に
メ
ダ
ル
を
入
れ
る
と
、

中
央
の
大
き
な
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

―
―
ポ
チ
ッ
！
ガ
チ
ャ
ン
！
ガ
チ
ャ
！
ガ
チ
ャ
・
・
ブ
オ
ォ
ン
！
―
―
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す
る
と
、
『
黒
い
自
動
販
売
機
』
は
『
黒
い
バ
イ
ク
』
に
変
形
し
た
。

ス
バ
ル
は
付
属
の
グ
ロ
ー
ブ
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
と
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
。

『
『
タ
カ
』
に
案
内
さ
せ
る
。
つ
い
て
来
い
！
！
！
』

「
ピ
ィ
イ
ー
ー
ー
！
！
」

見
上
げ
る
と
其
処
に
は
小
さ
な
タ
カ
が
・
・
・

タ
カ
は
「
つ
い
て
来
い
」
と
い
う
よ
う
に
飛
ん
で
い
く
と
、
ス
バ
ル
は
そ
の
後

を
追
っ
た
。

数
分
後
、
目
的
地
に
着
い
た
。

ス
バ
ル
は
息
を
の
ん
だ
。

な
ん
と
其
処
に
は
巨
大
な
玉
が
グ
ル
グ
ル
グ
ル
と
回
っ
て
い
た
の
だ
。

「
遅
い
ぞ
！
ス
バ
ル
！
」

振
り
向
く
と
木
の
上
か
ら
ス
バ
ル
を
見
下
ろ
す
黒
髪
の
青
年
。

「
『
ア
ン
ク
』
・
・
・
ア
レ
何
？
」

ス
バ
ル
は
相
棒
（
一
応
）
ア
ン
ク
に
眼
の
前
に
あ
る
物
体
に
つ
い
て
問
い
た
だ

す
。

「
ア
レ
は
ポ
ス
ト
や
標
識
、
建
造
物
を
ヤ
ミ
―
が
丸
め
て
作
っ
た
モ
ノ
だ
・
・

見
ろ
」

ア
ン
ク
の
指
さ
し
た
方
角
を
見
る
と
、
ヤ
ミ
―
が
標
識
を
丸
め
て
ソ
レ
を
転
が

し
て
い
る
の
が
見
え
た
。

・
・
・
と
ヤ
ミ
―
に
異
変
が
起
き
た
。

な
ん
と
、
身
体
中
に
亀
裂
が
走
り
、
ソ
レ
が
は
が
れ
る
と
中
か
ら
身
体
中
を
、

フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
を
模
し
た
装
甲
に
笑
っ
た
顔
が
つ
い
た
『
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
ヤ
ミ

ー
』
へ
と
か
わ
っ
た
。

「
ぐ
ぉ
お
お
お
お
お
・
・
・
」

「
脱
皮
し
た
か
・
・
・
ス
バ
ル
！
」

ア
ン
ク
は
木
か
ら
下
り
る
と
右
腕
に
赤
い
鳥
を
思
わ
せ
る
装
甲
が
つ
い
た
状
態

に
な
り



8

ス
バ
ル
に
向
か
っ
て
“
赤
・
黄
・
緑
”
の
三
枚
の
メ
ダ
ル
を
投
げ
る
。

「
も
う
十
分
メ
ダ
ル
は
溜
ま
っ
た
・
・
早
く
や
っ
つ
け
ろ
・
・

　
さ
も
な
い
と
奴
は
あ
の
玉
で
街
中
を
破
壊
し
て
回
る
ぞ
」

ス
バ
ル
は
三
枚
の
メ
ダ
ル
を
受
け
取
る
。

「
い
い
の
？
」

「
あ
？
何
が
だ
？
」

「
だ
っ
て
何
時
も
な
ら
『
も
っ
と
メ
ダ
ル
が
集
ま
る
ま
で
放
っ
て
お
け
』
と
か

言
う
じ
ゃ
ん
」

そ
う
、
何
時
も
の
ア
ン
ク
な
ら
そ
う
い
う
だ
が
、
今
日
は
ち
ょ
っ
と
事
情
が
違

っ
た
。

「
今
日
は
『
４
０
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
』
で
先
着
１
０
０
名
に
新
作
ア
イ
ス
の
試

食
会
が
あ
る
ん
だ
よ
・
・
」

「
え
？
！
新
作
ア
イ
ス
の
試
食
会
！
！
ソ
レ
本
当
！
！
」

「
あ
あ
、
俺
が
こ
い
つ
で
調
べ
た
情
報
だ
。
間
違
い
な
い
だ
か
ら
、
早
く
終
わ

ら
せ
ろ
」

そ
う
言
っ
て
右
手
か
ら
情
報
端
末
を
取
り
出
し
、
ス
バ
ル
に
見
せ
た
。

「
了
解
！
！
待
っ
て
ろ
～
～
～
試
食
会
！
！
！
」

こ
の
２
人
は
ア
イ
ス
好
き
な
の
だ
。

（
っ
て
い
う
か
、
メ
ダ
ル
よ
り
ア
イ
ス
が
優
先
な
の
か
よ
（
汗
）
）

（
ソ
レ
に
・
・
・
仮
に
も
『
約
束
』
し
た
以
上
・
・
・
一
応
守
っ
て
お
か
な
い

と
う
る
さ
い
か
ら
な
）

約
束
・
・
ソ
レ
は
ス
バ
ル
が
ア
ン
ク
と
し
た
契
約
・
・
・

メ
ダ
ル
の
大
半
を
失
い
、
右
腕
だ
け
に
な
っ
た
ア
ン
ク
は
偶
然
出
会
っ
た
ス
バ

ル
と

偶
然
こ
の
『
身
体
』
を
手
に
入
れ
た
。

当
初
は
ア
ン
ク
は
メ
ダ
ル
の
み
優
先
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
ス
バ
ル
は
ア
ン
ク

に
あ
る
約
束
を
さ
せ
た
。

『
約
束
し
て
・
・
・
人
の
命
よ
り
メ
ダ
ル
を
優
先
し
な
い
、
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あ
た
し
が
変
身
し
た
い
っ
て
言
っ
た
ら
、
絶
対
変
身
さ
せ
る
』

ス
バ
ル
の
強
引
さ
に
し
ぶ
し
ぶ
了
承
し
、
ア
ン
ク
は
現
在
そ
の
約
束
を
『
一
応
』

守
っ
て
い
る
。

（
全
く
面
倒
く
さ
い
奴
だ
・
・
・
）

ア
ン
ク
が
溜
息
を
つ
い
て
い
る
の
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
ス
バ
ル
は
フ
ン
コ
ロ

ガ
シ
ヤ
ミ
―
の
元
に

駆
け
寄
る
と
、
『
穴
が
３
つ
』
開
い
た
四
角
い
バ
ッ
ク
ル
を
腰
に
装
着
。

バ
ッ
ク
ル
か
ら
自
動
で
ベ
ル
ト
が
伸
び
身
体
に
巻
き
付
く
と
、
バ
ッ
ク
ル
の
穴

の
右
側
に
『
赤
い
メ
ダ
ル
』

を
、
左
側
に
『
緑
の
メ
ダ
ル
』
、
最
後
に
真
ん
中
に
『
黄
色
の
メ
ダ
ル
』
を
差

し
こ
む
と
、

右
の
丸
い
装
置
を
取
り
外
し
な
が
ら
バ
ッ
ク
ル
を
左
側
に
少
し
傾
け
、

そ
の
装
置
で
メ
ダ
ル
の
上
を
な
ぞ
っ
た
。

オ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

―
―
キ
ィ
ン
！
キ
ィ
ン
！
キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！
！
―
―
―

そ
し
て
、

「
変
身
！
！
！
」

―
―
タ
カ
・
ト
ラ
・
バ
ッ
タ
！
―
―

―
―
タ
・
ト
・
バ
！
タ
ト
バ
！
！
！
タ
・
ト
・
バ
！
―
―
―
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歌
の
よ
う
な
電
子
音
声
が
鳴
り
響
く
と
、

ス
バ
ル
の
姿
が
黒
を
基
調
に
し
、
胸
に
は
円
形
の
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
お
り
、

上
か
ら
歌
の
通
り
タ
カ
、
ト
ラ
、
バ
ッ
タ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
が
描
か
れ
て

お
り
、

顔
は
タ
カ
、
腕
は
ト
ラ
、
足
は
バ
ッ
タ
を
思
わ
せ
る
。

か
つ
て
、
グ
リ
ー
ド
を
封
印
し
た
存
在
・
・

“
オ
ー
ズ
”

仮
面
ら
い
だ
ー
Ｏ
Ｏ
Ｏ
に
変
身
し
た
。

オ
ー
ズ

「
は
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
」

Ｏ
Ｏ
Ｏ
は
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
ヤ
ミ
―
を
殴
り
つ
け
る
が
、

ス
バ
ル

―
―
ゴ
イ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
・
・
・
・
―
―
―

「
・
・
・
か
っ
た
ぁ
ぁ
～
～
～
～
い
・
・
・
（
涙
）
」

ス
カ
ラ
ベ
ヤ
ミ
―
の
装
甲
が
想
像
以
上
に
堅
か
っ
た
の
か
涙
目
に
な
っ
た
。

「
こ
ん
～
～
の
～
～
～
！
！
」

―
―
ガ
ン
！
ガ
ン
！
ガ
ン
！
ガ
ン
！
―
―
―

「
や
っ
ぱ
り
駄
目
だ
～
～
～
―
―
ド
ゴ
ン
！
―
―
う
ぎ
ゃ
？
！
」

ヤ
ケ
ク
ソ
気
味
で
殴
り
つ
け
る
が
効
果
は
無
く
、
し
ま
い
に
は
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ

ベ
ヤ
ミ
―
の
玉
攻
撃
に
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吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

「
ス
バ
ル
！
！
コ
レ
を
使
え
！
！
」

―
―
チ
ャ
リ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！
―
―

「
ア
ン
ク
！
よ
～
～
～
し
！
」

腕
だ
け
の
状
態
に
な
っ
た
ア
ン
ク
は
新
た
な
『
コ
ア
メ
ダ
ル
』
を
二
枚
投
げ
渡

す
と
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
は
真
ん
中
の
『
ト
ラ
コ
ア
メ
ダ
ル
』
と
左
側
の
『
バ
ッ
タ
コ
ア
メ
ダ
ル
』

ス
バ
ル

をア
ン
ク
か
ら
渡
さ
れ
た
『
カ
マ
キ
リ
コ
ア
メ
ダ
ル
』
と
『
チ
ー
タ
ー
メ
ダ
ル
』

交
換
し
ス
キ
ャ
ン
し
た
。

―
―
タ
カ
！
カ
マ
キ
リ
！
チ
ー
タ
ー
！
―
―
―

今
度
は
歌
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
が
、
腕
に
は
カ
マ
キ
リ
の
鎌
を
思
わ
せ
る
＜
カ

マ
キ
リ
ソ
ー
ド
＞
が

つ
き
、
足
は
チ
ー
タ
ー
の
脚
力
を
宿
し
た
＜
チ
ー
タ
ー
レ
ッ
グ
＞
に
変
っ
た
。

そ
し
て
・
・
・

「
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

―
―
―
ズ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
！
！
―
―
―

タ
カ
キ
リ
ー
タ
ー
の
超
ス
ピ
ー
ド
の
連
続
攻
撃
が
徐
々
に
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
ヤ
ミ

―
の
装
甲
を
削
っ
て
い
き
、

そ
の
破
片
は
セ
ル
メ
ダ
ル
と
化
し
、
ア
ン
ク
は
飛
び
散
っ
た
破
片
を
集
め
て
い

メ
ダ
ル

く
。

「
さ
ー
て
、
と
っ
と
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
！
」
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Ｏ
Ｏ
Ｏ
は
そ
う
い
い
な
が
ら
、
ま
た
メ
ダ
ル
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
。

ス
バ
ル

―
―
―
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
！
！
―
―

メ
ダ
ル
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
い
く
と
カ
マ
キ
リ
ソ
ー
ド
に
力
が
溜
ま
っ
て
い
き
、

逆
手
に
×
の
字
を
描
く
様
に
構
え
る
。

フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
ヤ
ミ
―
は
身
の
危
険
を
感
じ
自
分
が
作
っ
た
巨
大
な
玉
を

Ｏ
Ｏ
Ｏ
に
投
げ
つ
け
た
。

ス
バ
ル

迫
り
く
る
巨
大
な
玉
・
・
・
こ
の
ま
ま
で
潰
さ
れ
て
し
ま
う
。

だ
が
・
・
・
・

―
―
ズ
パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！
―
―
―

「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
？
！
？
！
」

―
―
ド
ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
！
！
！
―
―
―

次
の
瞬
間
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
は
チ
ー
タ
ー
レ
ッ
グ
の
超
ス
ピ
ー
ド
で
玉
を
ス
カ
ラ
ベ
ヤ

オ
ー
ズ

ミ
―
ご
と

切
り
裂
き
、
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
ヤ
ミ
―
は
爆
散
し
た
。

「
無
い
！
！
俺
の
身
体
が
な
い
！
！
」

自
分
が
借
り
て
い
る
身
体
に
戻
り
、
ア
イ
ス
を
食
べ
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
ア
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ン
ク
は

身
体
が
あ
っ
た
筈
の
場
所
を
見
て
『
青
く
』
な
っ
た
。

「
え
？
ち
ょ
っ
と
な
ん
で
？
！
」

ス
バ
ル
も
探
す
が
見
つ
か
ら
な
い
。

と
そ
こ
に
、

―
―
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
！
！
―
―

２
人
の
耳
に
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

「
い
ま
の
救
急
車
・
・
・
」

「
ま
・
・
ま
さ
か
・
・
・
」

２
人
は
青
ざ
め
る
。

そ
う
ア
レ
に
乗
っ
て
い
る
の
は
・
・
・

ア
ン
ク
の
体
（
一
応
）
だ
っ
た
。

「
俺
の
体
！
！
！
！
」

「
ア
ン
ク
！
！
待
っ
て
よ
！
！
」

ア
ン
ク
は
弾
丸
の
如
く
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
か
け
て
行
っ
た
。

・
・
・
余
談
だ
が
、
そ
の
せ
い
で
２
人
は
新
作
ア
イ
ス
の
試
食
会
に
は
参
加
で

き
な
か
っ
た
。

め
で
た
し
め
で
た
し
・
・

「
め
で
た
く
ね
ぇ
―
―
―
―
―
！
！
！
！
！
」
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（
後
書
き
）

ど
～
も
～
～
作
者
の
爆
睡
で
～
～
す
！

　
今
回
は
連
載
１
周
年
を
記
念
し
て
読
み
切
り
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
や
ー
や
っ
ぱ
り
読
み
切
り
は
難
し
い
・
・

想
像
以
上
に
グ
ダ
グ
ダ
な
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
涙
）

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
６
話
～
７
話
の
間
に
起
き
た
モ
ノ
で
す
。

な
お
黒
髪
に
紫
の
ア
ン
ク
の
身
体
兼
人
間
体
さ
ん
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
彼
だ

っ
た
り
し
ま
す
。

　
も
し
こ
ち
ら
の
作
品
の
連
載
を
希
望
の
場
合
は
ど
し
ど
し
お
便
り
下
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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